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世 帯 数 	14,651 

（昭和59年7月1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,381人 

女 	27,241人 

市 の 人 口 

52,622人 

 

  

夜
空
に
恋
の
天
の
川
 

森
の
小
鳥
も
巣
立
ち
し
て
 

白
い
野
ば
ら
が
咲
き
出
す
と
 

水
の
季
節
が
や
っ
て
来
る
 

誰
も
見
た
人
い
な
い
け
ど

川
に
は
河
童
が
居
る
と
い
う

河
童
は
い
た
ず
ら
大
好
き
で

か
く
れ
て
水
に
入
る
子
を

蛙
の
よ
う
な
細
い
手
で

そ
っ
と
お
尻
を
抜
く
と
い
う

ど
ん
な
に
暑
い
日
盛
り
も

川
や
沼
で
は
泳
ぎ
ま
せ
ん

こ
わ
い
河
童
に
ね
ら
わ
れ
る
 

指
折
り
数
え
楽
し
み
に
 

プ
ー
ル
開
き
を
待
っ
て
い
た
 

こ
ち
ら
は
よ
い
子
の
河
童
た
ち
 

プ
ー
ル
は
満
満
水
を
張
り
 

き
ら
き
ら
日
差
し
美
し
い
 

泳
ぎ
に
自
信
あ
る
子
ら
も
 

浮
輪
頼
り
に
す
る
子
ら
も
 

水
着
の
肌
は
ま
だ
白
い
 

は
や
る
気
持
を
我
慢
し
て
 

準
備
体
操
 

一
・
二
・
一ニ
 

体
を
水
に
な
じ
ま
せ
て
 

み
ん
な
用
意
が
で
き
ま
し
た
 

わ
っ
と
あ
が
っ
た
水
し
ぶ
き
 

抜
き
手
も
い
れ
ば
犬
か
き
も
 

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
元
気
よ
く
 

河
童
天
国
大
さ
わ
ぎ
 

あ
し
た
を
担
う
子
ら
の
群
れ
 

 



レ次の方々は加入手続きをお早くF, 

農業者年金についてのくわしいことは、最寄

りの農業協同組合または市農業委員会にお問い

合わせ下さい。 

老後のために 

農業者年金に加入を 

農業者年金は、農家の方々の老後の生活安定 

と農業経営者の若返り等を目的として、国の政

策によって設けられた年金制度です。 

区 	分 対象生年月日 加入手続期限 

農業経営主 
昭和17年4 月2日 

-7月I日生 
昭和59年7月末日 

昭和19年7月2日 
-8月1日生 

昭和59年7月末日 

農業後継者 
昭和19年 8月2日 

-9月1日生 
昭和59年 8月末日 

昭和19年 9月2日 
-10月1日生 

昭和59年 9月末日 

私
た
ち
の
先
人
は
、
不
捜
不
屈
の
五
所

川
原
魂
を
も
つ
て
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克
服

し
新
田
を
切
り
開
き
、
今
日
の
活
カ
に
満

ち
た
五
所
川
原
市
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。
 

私
た
ち
は
、
こ
の
伝
統
を
継
承
し
、
広

い
視
野
に
立
っ
て
西
北
津
軽
の
人
々
と
協

調
し
、
郷
土
の
限
り
な
い
発
展
を
願
っ
て
、
 

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。
 

▽
心
身
と
も
に
健
康
で
、
明
る
い
家
庭
を

つ
く
り
ま
す
。
 

▽
自
然
を
大
切
に
し
、
力
を
合
せ
て
花
と

緑
の
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。
 

▽
平
和
を
愛
し
、
き
ま
り
を
守
り
、
住
み

よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。
 

▽
文
化
を
尊
び
、
生
涯
学
習
を
も
と
に
、
 

心
豊
か
な
人
を
つ
く
り
ま
す
。
 

▽
未
来
に
夢
を
持
ち
、
創
意
と
実
践
に
よ

り
、
栄
え
ゆ
く
郷
土
を
つ
く
り
ま
す
。
 

五所川原市民憲章（案） 

「不挽不屈の五所川原魂を」 

,
 

か
ね
て
よ
り
、
市
制
施
行
三

十
周
年
を
記
念
し
て
、
市
で
は

市
民
憲
章
制
定
委
員
会

（
会長

村
上
純
一
）
を設
置
し
、
制
定
作

業
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
 
 

こ
の
ほ
ど
そ
の
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

市
で
は
、
こ
れ
に
対
す
る
皆

さ
ん
の
率
直
な
ご
意
見
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
し
 
 

ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
ご
意
見
は
、
八
月
十

五
日
ま
で
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
 

詳
し
く
は
、
市
総
務
部
管
理

課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

（
廿
一ニ
五
ー
一
一
一
一
一
、内
線

三
二
五
番
）
 

今
年
も
次
の
日
程
で
成
人
式

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
対
象
者
に
は
、
住
民

基
本
台
帳
に
も
と
づ
き
、
ハ
ガ

キ
で
七
月
末
日
ま
で
に
通
知
す

る
予
定
で
す
。
 

学
生
や
勤
務
等
の
都
合
で
市
 

（
県
）
外
に
住
居
を
有
す
る
当

市
出
身
者
で
、
参
加
し
た
い
方

は
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

▽
と
き
 
八
月
十
九
日
（日
）
 

午
前
十
時
ー
正
午
 

▽
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
 
昭
和
三
十
九
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
年
四
 
 

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
 
市
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課

（
費
ニ
五
 

ー
二
一

一
一
 
内
線
二
五
〇
番
）
 

第
1
3回
 

げ
ん
と
忌
 

8
月

4
日
 

今
年
も
郷
土
の
生
ん
だ
偉
大

な
作
曲
家
上
原
げ
ん
と
を
偲
ぶ
 

「げ
ん
と
忌
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
 

▽
と
き
  
八
月
四
日
（土
）
午
前
 《

 
十
時
」
干
分
 

▽
と
こ
ろ
 
津
軽
フ
ラ
ワ

ー
セ

ン
タ
ー
げ
ん
と
碑
前
 

当
日
午
前
十
時
市
民
文
化
会

館
前
か
ら
バ
ス
が
出
ま
す
の
で

ご
利
用
下
さ
い
。
 

▽
懇
話
会
会

費
二
、
二
〇
〇
円

※
懇
話
会

（
中
央
公
民
館
で
開

催
）
参
加
ご
希
望
の
方
は
準
備

の
都
合
上
、七
月
三
十
一
日
（
火
）
 

ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
 
市
中
央
公

民
館
（
窒
ニ
五
ー
ハ
〇
五
六
番
）
 

一
一
教
育振
興
基
金
 

登
課
隷
？
 

市
内
松
島
町
七
丁
目
原
芳
江

さ
ん
と
鶴
又
薬
品
卿
原
悠
吉
郎
 
 

社
長
が
、
七
月
五
日
市
役
所
を

訪
れ
、
五
月
二
十
四
日
亡
く
な

っ
た
前
社
長
原
幸
三
郎
殿
に
寄

せ
ら
れ
た
香
典
の
中
か
ら
、
市

教
育
振
興
会
に
五
十
万
円
、
市

立
図
書
館
の
「鶴
又
文
庫
」
の
図

書
購
入
費
と
し
て
百
万
円
の
合

わ
せ
て
百
五
十
万
円
を
森
田
市

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
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織
鵬鰍
麟
織
欝
繊
織
麟
織
織
織
 

憲
章
制
定
へ
ご
意
見
を
 

今
年
の
 

成
人
式
は
8

月
1
9日
 

目録を渡す原芳江さんと原社長 



ゴ
III繰
り
上

げ
収

集
 

ま
つ
り
期
間
の
三
日
間
 

市
で
は
、
夏
ま
つ
り
期
間
中
の
・フ
ち
、
 

八
月
四
日

（
土）
、六
日
（
月
）
、七
日
（
火
）
、
 

の
三
日
間
に
限
っ

て
、
平
常
の
ゴ

ミ
収
集

噌
間
を
朝
七
時
に
繰
り
上
げ

て
行
な
い
ま

す
。
 

ゴ
ミ
の
収
集
日
に
あ
た
っ

て
い
る
町
内

の
方
は
当
日
所
定
の
集
積
場
所

へ
朝
七
時

ま
で
に
ゴ
ミ
を
お
出
し
下
さ
い
。
 

み
ん
な
で
注
意
し
合
っ

て
、
定
め
ら
れ

た
場
所
、

日
時
を
守
ら
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
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ねぷたばやし無料講習会 

回次 月 次 日 次 II、， 	刻 会 

欧
  

16日側 

17日因 
午後7時 市民文化会館 

18日困 
2階会議室 

19日困 7 月 
、 

20日固 

21日出 
午後 9時 産経会館 

27日圏 
2 次 5 階大会議室 

28日田 

※詳しくは、市商工観光課・商工会巌所へ。 

投
げ
す
て
る
 
心
の
す
き
に
 
ご
み
の
山
 
栄
紗
森

堅
ニ
 

虫と火まつりの行事と日程 

り
‘
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ノ
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時
 
間
 

西
北
五
民
俗
芸
能
大
会
 

ね
 
ぶ
 
た
 
運
 
行
 

鍵
＼
相

換
大
会
 

ね
 
ぷ
 
た
 
運
 
行
 

な
が
 
し
 
お
 
ど
 り
 

虫
 

お
 

く
 
り
 

ね
 
ぷ
 
た
 
運
 
行
 

虫
 
お
 

く
 
り
 

花
 

火
 
大
 
会
 

虫
お

く
り
火

ま
っ
り
 

室
 
内
 
演
 
奏
 
会
 

市

内
音

楽
行
進
 

行
 
事
 

市
民
文
化
 

会
館
 

市
内
一
円
 

菊
ケ
丘
運
動

市
営
相
撲
場
 
公

園
 

市
内
一
円
 一

 
 

市
内
一
円
 

市
内

】
円
 

市
内
一
円
 

市
内
一
円
 

岩
木

川
原
 

岩
木

川
原
 

市
民
文
化
 

会
館
 

市
内
一
円
 

場
 
所
 

響
  

14:00 ？
ー
  

9
:ー

0
ー

0
  

18 : 00 t
o
:
o
o
 

 

一
 

 

」
ー
  

9:00 

15: 00 
」ふ
  

00
30 

一 
0 2 

時
 
問
 

併
 

催
 
行
 

事
 

東
北

‘
北
海
道
馬
カ
大
会
 

県
下
登
山
ば
や
し
大
会
 

神
明

宮
本

町

例

祭
 

市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

神
明
宮
本
町
前

夜
祭
  

（
宵
宮
）
 
 

西
北
五
銃
剣

道
大
会
 

げ
 

ん
 

と
 
忌
 

別
「
く
ら
し
を
守
る
 

消
防
展
」
 
 

夜
の
歩
行
者
天
国
 

夜
店
ま
っ
り
 

第
二
回
ご
し
よ
が
わ
ら

ハ
イ
カ
ラ
祭
り
 

行
 
事
 

一
 
一
 

岩
木

川
原
 

市
役
所
前
 

広
場
 

仮
名
 

青
銀
構
内
 

岩
木
川

原
 

仮
宮
 

青
銀
構
内
 

市
役
所
前
 

広
場
 

フ
う
［
一
 
」

ン
タ
ー
 
 

碑
前
 

市
投
所
前
広
場

消
防

署
前
 

大
町
路
上
 

ハ
イ
カ
一
フ
 

通
り
 

場
  

〉
町
 

奪
度

麟
麟
 

虫
と
米
ま
つ
り行
事
決ま
る
 



交
通
死
亡
 
「十
ノ
マ

、
ー
を
十幾

4
一
民
組
 

賓
勘
掘
上
 
斗
ノ
》
、
ー
I
ー
単
，8
」
万
日

D
 

昌ン 
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ちょっとしたスキが・・・事故のもと 

こ
れ
か
ら
の
行
楽
期
は
、
交

通
死
亡
事
故
多
発
期
で
も
あ
り

ま
す
。
 

そ
こ
で
夏
期
の
死
亡
事
故
の

減
少
を
図
る
た
め
、
重
点
的
に
 

n
ー
 

夏休み 	子供の交通事故をなくそう 

夏休みに入ると、子供たちは、解放感などから、せっかく身についた正

しい交通ルールや安全な動作を忘れがちになります。家族みんなで、交通

安全について話し合いましょう。 

強
力
な
事
故
抑
止
対
策
を
展
開

し
、
下
半
期
（
七
月
、
十
二
月
）
 

の
死
亡
事
故
抑
止
運
動
へ
と
発

展
さ
せ
る
も
の
で
す
。
 

▽
期
間
 
七
月
一
日
か
ら
八
月

三
十
一
日
ま
で
の
ニ
ケ
間

▽
重
点
事
項
 

m
飲
酒
運
転

・
暴
走
運
転
の
追

放
 

②
若
年
運
転
者
対
策
の
強
化

▽
併
行
事
項
 

m
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
月

間
（
七
月
、
八
月
ま
で
の
ニ
ケ
 

七
月
二
十
一
日
か
ら
七
月
三

十
日
ま
で
の
十
日
間
、
夏
の
交

通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
運
動
は
、
広
く
市
民
に

交
通
安
全
思
想
及
び
交
通
道
徳

タ
詠
］
発
、普
及
し
、
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
墳
っ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交

通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。
 
 

月
間
）
 

②
夏
の
交
通
安
全
運
動
（
七
月

二
十
一
日
か
ら
七
月
三
十
日
ま

で
の
十
日
間
）
 

⑧
お
盆
の
帰
省
交
通
等
に
よ
る

事
故
の
防
止
対
策
の
強
化
（
八

月
十
三
日
か
ら
八
月
二
十
二
日

ま
で
の
十
日
間
）
 

こ
れ
ら
の
運
動
を
効
果
的
に

推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
五
所川
原
警
察
署
）
 

▽
期
間
 
七
月
二
十

一
日
か

ら
七
月
三
十
日
ま
で
の
十
日
間

▽
運
助
の
重
点
 

m
無
謀
運
転
、
特
に
若
年
運

転
者
に
よ
る
飲
酒

・
暴
走
運
転

の
追
放
 

②
夏
休
み
中
の
子
供
の
交
通

事
故
防
止
 

⑧
二
輪
車
（
原
付
自
転
車
を

含
む
）
の
交
通
事
故
防
止
 

固
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推

進
 交

通
安
全
運
動
は
、
私
た
ち
 
 

の
生
活
を
守
る
運
動
で
す
。
 

当
市
で
も
、
例
年
子
供
の
夏

休
み
、
夏
の
行
楽
、
お
盆
の
帰

省
等
に
よ
る
交
通
事
故
が
、
こ

の
時
期
に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
 

悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
愛
す

る
家
族
の
尊
い
命
を
守
る
た
め
、
 

市
民

一
人
ひ
と
り
の
自
覚
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

万

一
に
備
え
 

交
通
災
害
共
済
 

に
加
入
し
よ
う
 

交
通
災
害
共
済
は
、
県
内
の

市
町
村
で
組
織
し
て
い
る
「
青

森
県
交
通
災
害
共
済
組
合
」
が

取
り
扱
い
し
て
い
る
、
み
な
さ

ん
の
た
め
の
共
済
制
度
で
す
。
 

こ
の
共
済
期
間
は
、
毎
年
三

月
三
十
一
日
で
満
期
に
な
り
ま

す
の
で
、
今
年
に
な
っ
て
ま
だ

加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ

ひ
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
早
め
に

加
入
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し

ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
生
部

市
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
（
参
二
五
ー
一
二
一
一
内
線

二
七
七
番
）
 

運
転
は
 
気
く
ば
り
 
目
く
ば
り
 
思
い
や
り
 

』
難
）
議
縄
襲
醸麟
襲
麟糞
 

夏
の
一交
通
安
全
運
動
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六
月
の
中
体
連
大
会
も
真

近
く
な
っ
た
あ
る
日
、
突
然
、
 

目
の
前
が
ま
っ
暗
に
な
り
、
 

そ
の
場
に
ふ
ら
ふ
ら
と
倒
れ

て
し
ま
っ
た
。
ど
う
し
た
こ

と
か
、
息
切
れ
が
し
心
臓
が

ド
キ
ド
キ
音
を
た
て
て
、
明

ら
か
に
体
の
異
常
な
状
態
と

な
っ
て
い
た
。
 

私
は
二
中
バ
レ

ー
部
の
ア

タ
ッ
カ
ー
と
し
て
、
中
体
連

大
会
に
は
学
校
代
表
選
手
と

し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
 

私
達
バ
レ

ー
部
の
仲
間
は
、
 

入
学
し
た
当
時
か
ら
、
バ
レ
 

ー
に
青
春
を
ぶ
っ
つ
け
て
き

て
、
今
日
ま
で
き
た
。
今
、
 

初
め
て
み
ん
な
は
選
手
と
し

て
活
躍
で
き
る
場
を
与
え
ら

れ
た
の
だ
。
そ
れ
は
、
私
ひ

と
り
の
問
題
で
は
な
く
、
仲

間
み
ん
な
の
問
題
と
し
て
、
 

チ
ー
ム
全
体
の
問
題
と
し
て
、
 

と
て
も
重
大
な
こ
と
で
し
た
。
 

あ
の
充
実
し
た
学
校
生
活

が
、
今
、
目
の
前
で
ガ
タ
ガ

タ
と
く
ず
れ
去
っ
て
ゆ
く
。
 

さ
び
し
く
、
お
そ
ろ
し
く
、
 

し
か
も
、
申
し
訳
な
い
こ
と

が
今
私
の
目
の
前
に
や
っ
て

き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

ど
ん
底
に
落
ち
込
ん
で
い

く
自
分
の
姿
が
見
え
か
く
れ

し
ま
す
。
み
じ
め
に
思
い
、
 

ど
う
し
よ
う
も
な
い
や
る
せ
 
 す

。
 

家
に
帰
っ
て
、
早
速
西
北

病
院
に
出
か
け
、
診
察
し
て

も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

母
は
、
車
を
運
転
し
な
が
ら
 

「悪
い
病
気
で
な
け
れ
ば
い

い
ん
だ
が
。」
 

と
心
な
し
か
、
い
つ
も
と
は

遠
う
弱
々
し
い
声
で
、
ひ
と

り
ご
と
の
よ
う
に
言
い
ま
す
。
 

私
も
そ
う
思
う
の
で
す
。
心

配
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。
 

一
年
生
の
時
、
先
輩
に
ど
 

な
ら
れ
、
し
か
ら
れ
な
が
ら

玉
ひ
ろ
い
を
や
り
、
 一
日
も

欠
か
さ
ず
練
習
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
 二
年
生
ま
で
に
、
 

何
人
か
の
同
級
生
が
バ
レ

ー
 

部
を
去
り
ま
し
た
が
、
私
達

仲
間
は
、
必
死
に
な
っ
て
頑

張
り
、
は
げ
ま
し
合
い
わ
ず

か
の
合
間
に
も
、
ボ
ー
ル
を

上
げ
る
練
習
を
し
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
こ
の
一
年
も
玉
拾

い
が
中
心
で
し
た
。
 

三
年
生
に
な
っ
た
時
、
ゃ

っ
と
正
式
な
バ
レ
ー
の
練
習

に
な
り
ま
し
た
。
 こ
の
三
年
 
 

間
、
夏
休
み
も
冬
休
み
も
な

く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
、
 

や
っ
と
た
ど
り
つ
い
た
栄
光

の
座
な
の
で
す
。
 

「バ
レ
ー
を
続
け
た
い
ガ
」
 

全
身
か
ら
叫
び
つ
づ
け
る
私

で
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
涙

が
あ
ふ
れ
出
て
止
ま
り
ま
せ

ん
。
母
は
、
 

「そ
し
た
弱
い
気
で
ど
う
す

る
の
。
そ
し
た
気
だ
ば
病
気
、
 

治
ら
な
い
よ
、‘
中
体
連
に
も

出
ら
れ
な
い
よ
。」
と
、
語
気

す
る
ど
く
私
を
戒
め
ま
す
。
 

母
の
心
は
、
私
に
手
に
と
る

よ
う
に
分
か
り
ま
す
が
、
ど

う
し
て
も
涙
が
止
ま
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
 

あ
れ
や
こ
れ
や
と
、
い
ろ

い
ろ
な
思
い
が
頭
の
中
を
か

け
め
ぐ
っ
て
い
る
間
に
、
西

北
病
院
に
着
き
ま
し
た
。
 

診
察
の
結
果
は
、
重
い
貧

血
と
の
こ
と
で
し
た
。
私
は
、
 

重
い
貧
血
と
は
ど
ん
な
こ
と

だ
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
す
ぐ

先
生
に
た
ず
ね
ま
し
た
。
 

「先
生
、
バ
レ
ー
続
け
て
も

よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。」
 
 

す
る
と
先
生
は
 

「だ
め
で
す
。

ー
ケ
月
間
は

中
止
し
な
さ
い
。」
 

と
の
事
で
す
。
私
は
頭
を
ガ

ン
と
な
ぐ
ら
れ
た
よ
・フ
な
シ

ョ
ッ
ク
を
覚
え
ま
し
た
。
 

あ
あ
、
み
ん
な
に
申
し
訳

な
い
。
私
の
た
め
に
、
二
中

バ
レ
ー
部
は
敗
れ
る
か
も
知

れ
な
い
。
先
生
に
対
し
て
も

す
ま
な
い
。
ど
う
し
た
ら
い

い
ん
だ
ろ
う
。
本
当
に
、
ま

よ
い
に
ま
よ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
健
康
を
管
理
す
る
こ
 

と
が
、
こ
ん
な
に
も
大
切
な

も
の
か
と
、
悔
ゃ
ま
れ
て
な

り
ま
せ
ん
。
健
康
の
言
葉
が

今
の
私
に
一
番
ほ
し
い
言
葉

で
す
。
 

ふ
だ
ん
健
康
で
あ
る
時
は
、
 

別
に
こ
の
こ
と
を
気
に
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
う
し

て
健
康
を
害
し
て
み
ま
す
と
、
 

つ
く
づ
く
母
や
、
先
生
方
の

話
し
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り

ま
す
。
 

母
は
帰
り
道
、
気
落
ち
し

て
い
る
私
を
見
て
、
 

「
と
に
か
く
早
く
体
を
治
し
、
 
 ま

た
や
り
直
し
ま
し
ょ
う
。
」
 

と
慰
め
て
く
れ
ま
す
。
う
ち

沈
ん
で
い
る
と
母
は
ま
た
、
 

浪
岡
の
岩
木
療
養
所
に
勤
め

て
い
た
時
の
肢
体
不
自
由
児

の
子
供
達
が
生
き
る
た
め
に
、
 

ど
ん
な
努
力
を
し
て
い
る
の

か
、
あ
り
あ
り
と
分
か
る
よ

う
に
話
し
て
く
れ
ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
の
私
は
お
医
者

さ
ん
の
指
示
ど
お
り
薬
を
飲

み
、
食
事
に
気
を
付
け
、
 一

生
懸
命
よ
く
な
ろ
う
と
努
力

を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
 

今
は
階
段
を
登
る
時
、
ド
キ

ド
キ
し
な
く
な
り
、
次
第
に

食
欲
も
出
て
参
り
ま
し
た
。
 

こ
う
し
て
、
何
日
か
過
ぎ

た
あ
る
日
、
体
育
館
の
か
た

わ
ら
に
立
っ
て
い
る
と
、
先

生
が
 

「大
部
顔
色
良
く
な
っ
た
な
、
 

少
し
動
い
て
み
る
か
。」
 

と
、
話
し
か
け
て
下
さ
い
ま

し
た
。
私
に
は
と
て
も
う
れ

し
い
救
い
の
一
言
で
し
た
。
 

そ
れ
は
、
友
と
は
な
れ
て
い

く
こ
と
は
、
口
に
言
い
表
せ

な
い
、
つ
ら
い
こ
と
な
の
で

す
。
私
は
少
し
動
い
て
み
ま

し
た
。
な
ん
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
あ
よ
か
っ
た
。
中
体

連
迄
ま
だ
少
し
間
が
あ
る
。
 

ひ
ょ
っ
と
す
れ
ば
、
試
合
に

出
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
み

ん
な
に
申
し
訳
が
た
つ
し
、
 

今
迄
通
り
の
仲
良
し
チ
ー
ム

で
や
れ
る
。
そ
う
思
う
と
、
 

明
る
い
光
が
私
の
上
に
も
、
 

差
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。
 

私
は
、
今
迄
以
上
に
健
康

に
気
を
付
け
、
療
養
を
続
け

ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
中
学

校
生
活
、
最
後
の
試
合
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

勿
論
悔
の
残
ら
な
い
試
合

が
で
き
、
健
康
を
と
り
も
ど

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

今
、
考
え
て
み
ま
す
と
、
 

健
康
に
気
を
付
け
る
こ
と
が
、
 

ど
ん
な
に
大
切
な
こ
と
で
あ

り
、
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け

な
い
こ
と
な
の
か
知
り
ま
し

た
。
 

も
う

ー
つ
、
友
の
励
ま
し

の
暖
か
さ
、
母
や
家
族
の
い

た
わ
り
の
暖
か
さ
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
は
体
に
気
を
付

け
て
、
暖
か
い
思
い
や
り
の

あ
る
人
に
な
る
よ
う
に
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

◇
 
 

「少
年
の
主
張
発
表
大
会
」
 

受
賞
作
品
を
掲
載
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
今
回
で
終
了
い

た
し

ま
し
た
。
 

貧
血
を
の
り
こ
え
て
 

五
所
川
原
第
ニ
中
学
校
 

」
一年
 
対
 
馬
 
富
士

子
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績
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市
で
は
地
元
中
小
企
業
の
経

営
の
安
定
と
近
代
化
を
図
る
た

め
、
青
森
県
信
用
保
証
協
会
と

協
調
し
て
次
の
よ
う
な
特
別
保

証
融
資
制
度
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
 

▽
中
小
企
業
不
況
対
策
資
金
特

別
保
証
融
資
制
度
 

m
資
金
の
使
途
 
運
転
及
び

設
備
資
金
 

②
保
証
金
額
 
五
〇
〇
万
円

以
内
 

⑧
保
証
期
間
 
五
年
以
内

固
利
息
 
金
融
機
関
の
所
定
 

裁
一
業
難纏
鐸
 

Wr
田
鼎脇
力
し
て
掛
金
 

M軸
川
町
蝋
を出
し
Aロ
い
、
 

m湿

N川
建
設
業
の
中
で

福
比
、
四
”
働く
大
工
、
左

編
育
む
曲
m
官
、
と
び
、
土

い
川
離
山
い工
な
ど
共
通
の
 

〈
「
ア

W
I
り
リ
作
業
員
の
た
め
 

熟
熊
一か
靖
携
 

mり
砿
い
む
瀞
考
え
で
作
ら
れ

加
た
・
い
三
猫
伯
m
た
の
が
、
こ
の

吃
糾
”
廻
獣

建
設
業
退
職
金

亡
G
！
ー
ー
ー
ー
リ
共
済
制
度
で
す
。
 
 利

率
 

⑤
保
証
料
 
年
率
〇
・
九
五
 

%
 ⑥

保
証
人
及
び
担
保
 
保
証

人
は
一
名
以
上
必
要
で
す
が
担

保
は
原
則
と
し
て
不
要
で
す
。
 

▽
中
小
企
業
近
代
化
資
金
特
別

保
証
融
資
制
度
 

m
資
金
の
使
途
 
運
転
及
び

設
備
資
金
 

②
保
証
金
額

一
一
、
〇
〇
〇
万

円
以
内
 

⑧
保
証
期
間
 
七
年
以
内

固
利
息
 
金
融
機
関
の
所
定
 

こ
の
制
度
の
仕
組
み
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
 

▽
加
入
申
込
み
は
 
事
業
主

が
自
分
の
と
こ
ろ
で
雇
っ
て
い

る
作
業
員
の
た
め
に
行
い
ま
す
。
 

▽
対
象
と
な
る
作
業
員
は

現
場
で
働
く
方
々
な
ら
、
職
種

に
関
係
な
く
対
象
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

▽
掛
金
の
納
め
か
た
は
 
事

業
主
は
、
最
寄
り
の
銀
行
か
ら
 

「共
済
証
紙
」
を
買
っ
て
、
毎

月
の
賃
金
の
支
払
い
日
に
働
い

た
日
数
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
作
業
員
の
共
済
手
帳
に
は
り
 
 

利
率
 

⑤
保
証
料
 
年
率
〇
・
九
五
 

%
 ⑥

保
証
人
及
び
担
保
 
保
証

人
は
一
名
以
上
、
ま
た
必
要
に

応
じ
て
担
保
も
徴
求
し
ま
す
。
 

な
お
、
青
森
県
信
用
保
証
協

会
で
は
、
五
所
川
原
市
の
制
度

と
は
別
に
県
と
協
調
し
て
、
次

の
よ
う
な
特
別
保
証
制
度
も
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
 

▽
地
場
産
業
活
路
開
拓
資
金
特

別
保
証
制
度
 

m
資
金
の
使
途
 
運
転
及
び
 

つ
け
、
消
印
す
れ
ば
掛
金
を
納

め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

▽
退
職
金
の
支
払
い
は
 
退

職
金
は
、
一
つ
の
会
社
を
や
め

た
と
き
で
な
く
、
老
後
ゃ
、
他

産
業
へ
の
就
職
な
ど
、
建
設
業

の
中
で
働
か
な
く
な
っ
た
と
き

に
、
共
済
組
合
か
ら
エ
直接
本
人

に
支
払
わ
れ
ま
す
。
 

▽
加
入
申
込
み
・
お
間
い
合

わ
せ
は
 
建
退
共
青
森
県
支
部

住
所
 
青
森
市
安
方
二
丁
目

九
番
十
三
号
（
青
森
県
建
設
業

協
会
内
）
廿
〇
一
七
七ー
一
「
一
 

ー
 
上ハ
ー
ー
番
 

設
備
資
金
 

②
保
証
金
額
 
二
、五
〇
〇

万
円
以
内
（
但
し
企
業
化
資
金

五
、〇
〇
〇
万
円
以
内
）
 

⑧
保
証
期
間
 
運
転
資
金
七

年
以
内
、
設
備
資
金
十
年
以
内

④
利
息
 
年
率
六
・
七％
以

内
 ⑤

保
証
料
 
年
率
〇
・
八
〇
 

%
 ⑥

保
証
人
及
び
担
保
 
保
証

人
は
一
名
以
上
で
必
要
に
応
じ

て
担
保
を
徴
求
し
ま
す
。
 

▽
中
小
企
業
体
質
強
化
資
金
特

別
保
証
制
度
 

m
資
金
の
使
途
 
運
転
及
び

設
備
資
金
 

②
保
証
金
額
一
ニ
、〇
O
〇
万

円
以
内

（但
し
商
工
調
停
士
の

指
導
を
受
け
て
い
る
も
の
は
別

枠
と
し
て
さ
ら
に
三
、
〇
〇
〇

万
円
以
内
）
 

⑧
保
証
期
間
 
運
転
資
金
五

年
以
内

（但
し
商
工
調
停
士
の

指
導
を
受
け
て
い
る
も
の
は
七

年
以
内
）
設
備
資
金
七
年
以
内

固
利
息
 
年
率
七

・
〇
％
 

（
但
し組
合
共
同
事
業
推
進
融

資
は
七
・
六
％
)
 

⑤
保
証
料
 
年
率
〇
・
九
〇
 

%
 ⑥

保
証
人
及
び
担
保
 
保
証

人
は
一
名
以
上
で
必
要
に
応
じ

て
担
保
を
徴
求
し
ま
す
。
 

▽
中
小
企
業
長
期
経
営
安
定
資

金
特
別
保
証
制
度
 

m
資
金
の
使
途
 
運
転
及
び

設
備
資
金
 

②
保
証
金
額
五
、
〇
〇
〇
万

円
以
内
（
但
し
事
業
転
換
法
に

規
定
す
る
組
合
七
、
〇
〇
〇
万

円
以
内
）
 

⑧
保
証
期
間
 
十
年
以
内

固
利
息
 
金
融
機
関
の
基
準

貸
出
金
利
か
ら
〇

・
五
％
引
き

下
げ
利
率
 

⑤
保
証
料
 
年
率
〇
・
九
五
 

%
 ⑥

保
証
人
及
び
担
保
 
保
証

人
は
一
名
以
上
で
必
要
に
応
じ

て
担
保
を
徴
求
し
ま
す
。
 

▽
そ
の
他
の
制
度
 

一
、
地
場
産
業
振
興
資
金
特
別

保
証
制
度
 

（
保
証
金額
運
転
五
、〇
〇
〇

万
円
以
内
、設
備
七
、〇
〇
〇
万

以
内
、
保
証
期
間
運
転
七
年
以

内
、
設
備
十
年
以
内
）
 

ニ
、
商
店
街
店
舗
等
近
代
化
資

金
特
別
保
証
制
度
 

夏
季
技
能
講
習
会
 

受
講

者
を
募

集
 

▽
講
習
科
目
・
期
日
 

▽
玉
掛
け
 
八月
九
日
（
木）
 

か
ら
十
日
（
金
）の
二
日
間
 

▽
型
わ
く
 
八
月
二
十
三
日
 

（
木）
か
ら
二十
四
日
（金
）
の
一
一

日
間
 

▽
定
員
 
各
講
習
科
目と
も

四
十
五
人
 

（保
証
金
額
個
人
・
会
社
七
、
 

〇
O
〇
万
円
以
内
、組
合
一
四
、
 

〇
O
O
万
円
以
内
、
期
間
十
年

以
内
）
 

中
小
企
業
不
況
対
策
資
金

特
別
保
証
制
度
 

（保
証
金
額
運
転
三
、〇
〇
〇

万
円
以
内
、
期
間
七
年
以
内
）
 

中
小
企
業
季
節
資
金
 

（保
証
金
額
運
転
五
、〇
O
〇

万
円
以
内
、
但
し
組
合
一
貸
一

一
一
、
〇
〇
〇
万
円
以
内
、期
間
六

ケ
月
以
内
）
 

中
小
企
業
手
形
割
引
、
商

手
担
保
特
別
保
証
制
度
 

（保
証
金
額
運
転
五
、〇
〇
〇

万
円
以
内
、
期
間
特
に
定
め
な

し
）
 

※
業
種
等
に
よ
っ
て
は
、
保

証
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
信

用
保
証
協
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
（
云
三
五
ー
】
一
二
一

番
）
 

▽
講
習
時
問
 
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
 

▽
受
講
料
 
無
料
で
す
。
 

▽
申
込
み
期
限
 
七
月
三
十

一
日
（
火
）
ま
で
 

▽
準
備
す
る
も
の
 
写
真
一
一

枚
（
免
許
証
用
と
同
じ
大
き
さ
）
 

・

出
稼
労
働
者
手
帳
 

▽
受
講
申
込
み
・
間
い
合
わ

せ
先
 
五
所
川
原
公
共
職
業
安

定
所
（
雪
三
四
ー
三
一
七
一
番
）
 

昭和59年（1984年）7月15日 	 広報ごしょがわら 	 （571号） ⑥ 
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‘
レ
 

《、
 

ノ
 

テ
 

ス
 

エ
 

ス
 

の
 

l
年
 

ー
昨
 

桜
散
る
風
情
を
な
が
め
酌
み
交
は
し
老
へ
た
る
我
も
歌
ふ
 

和
 
田
 
秀
 
峰

農
の
い
ぶ
き
た
つ
こ
の
家
に
遠
き
代
の
匂
ひ
は
母
の
ふ
と

こ
ろ
の
如
 
山
 

上
 
和
 
美

こ
の
街
を
誰
が
高
め
る
美
し
い
自
然
の
中
に
生
継
ぎ
て
ゆ

く
 
小

笠
原
 
俊
 
亮

あ
ぜ
草
を
ひ
と
り
刈
り
お
り
米
輪
入
決
り
し
ニ
ュ

ー
ス
に

い
ら
だ
ち
は
増
す
 
岩
 
谷
 

勝
 
義

底
び
へ
の
景
気
に
挑
む
商
ひ
の
道
す
が
ら
見
ゆ
清
し
楚
珠

峰
 

岩
 
谷
 
明
 
雄

若
き
日
の
吾
が
職
場
た
り
し
大
連
の
変
ら
ぬ
駅
舎
テ
レ
ビ

に
見
つ
む
 

関
 

喜
代
栄
 

短 

五
所
川
原
短
歌
会
 

歌 

「学
校
体
育
施
設
」
開
放
 

ご

利
用
下

さ
い
 

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
 

毎
年
七
月
第
三
土
曜
日
、
「勤
労

青
少
年
の
日
」
 
にホ
ー
ム
利
用

者
の
会

（
菊
栄会
）
に
よ
る
、
 

ヤ
ン
グ
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
ダ
ン
ス
や

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
仲
間

と
語
る
い
こ
い
の
場
と
し
て
年

に
一
度
の
若
者
の
集
い
で
す
。
 

今
年
は
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
 

市
で
は
、
学
校
体
育
施
設
（体

育
館
、
グ
ラ
ン
ド
）
の
開
放
を

次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。
 

▽
開
放
校
 
市
立
中
央
小
学
校
 

,,
 

．
集
 

叫
・
 
・
 
の
 

ー
“

r
 

グ
 

ー

ノ
、
 

）
 

ま
せ
ん
か
 
。
 

七
月
二
十

一
日
（
土）午
後
六

時
三
十
分
か
ら
、
動
労
青
少
年

ホ
ー
ム
前
広
場
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
会
費
と
し
て
チ
ケ
ッ

ト
の
発
売
を

い
た
し
て
お
り
ま

す
。
 

▽
連
絡
先
 
動
労
青
少
年
ホ
ー
 

ム
（
費
ニ
四
ー
三
六
〇
二
番
）
 
 

▽
期
間
 
昭
和
五
十
九
年
六
月
 

、
十
二
月
迄
 

▽
運
動
種
目
及
び
利
用
時
問

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
毎
週
火
曜
日
、
 

軽
ス
ポ
ー
ッ
は
毎
週
水
曜
日
、
 

卓
球
は
毎
週
木
曜
日
、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
七
時
か
ら
午
後

九
時
ま
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は

毎
週
金
曜
日
午
前
十
時
か
ら
午

前
十
二
時
ま
で
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
 
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課

（
廿
三
五

ー
 

二
一

一
一
 
内
線
二
五
〇
番
）
 

市
民
絵
画
教
室
 

開
催
2
4日
、2
6日
 

本
年
度
も
当
市
出
身
の
伊
藤

正
規
画
伯
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
 

市
民
絵
画
教
室
を
次
の
日
程
で

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

皆
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
 

▽
と
き
 
七
月
二
十
四
日
（
火
）
 

1

一
十
六
日
（
木
）
 

▽
と
こ
ろ
 
市
立
図
書
館
二
階

▽
講
師
 
伊
藤
正
規
画
伯
（
梅

田
出
身
、
日
展
無
鑑
査
、
光
風

会
審
査
員
）
 

▽
内
容
 
洋
画
・
水
彩
画

・
素

描
 

▽
受
講
料
 
無
料

た
だ
し
、
 

用
具
等
は
各
自
持
参
の
こ
と
。
 

▽
参
加
対
象
 
中
・
高
校
生
及

び

一
般
 

▽
申
込
み
先
 
七
月
二
十
一
日
 

（土
）ま
で
に
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課

（
廿
三
五
ー
二
一

一

一
、
内
線
二
五
〇
番
）
へ
 

「電
話
教
室
」
 

受
講
生
募
集
 

五
所
川
原
電
報
電
話
局
で
は

上
手
な
電
話
の
使
い
方
、
電
話

の
エ
チ
ケ
ッ
ト

・
マ
ナ
ー
、
便

利
な
電
話
の
い
ろ
い
ろ
な
ど
、
 

幼
稚
園
・
保
育
園
児
か
ら
ご
年

配
の
方
ま
で
、
判
り
易
く
、
楽
 
 

し
い
「
電
話
教
室
」
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
 

五
ー
六
人
の
集
ま
り
か
ら
婦

人
会
、
町
内
会
、
商
店
、
会
社

学
校
等
と
幅
広
く
ご
利
用
で
き

ま
す
。
 

あ
な
た
も

一
度
、
受
講
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
 

▽
費
用
 
無
料
 

▽
期
間
 
昭
和
五
十
九
年
六

月
か
ら
昭
和
六
十
年
三
月
（
但

し
土
・
日
曜
除
く
）
 

▽
受
講
時
間
 
約

一
時
間
程

度
 ▽

会
場
 
申
込
み
者
の
指
定

し
た
場
所
、
又
は
電
話
局

▽
申
込
み
先
 
五
所
川
原
電

報
電
話
局
自
動
運
用
課
（
廿
三

五
ー
一

一
一
O
番
）
 

長
期
ン
＞
ー
ー
 

一
天
気
予
報
 

※
つ
ゆ
明
け
は
平
年
並
で
、
 

そ
の
後
は
暑
い
晴
天
の
日
が
多

く
な
る
で
し
ょ
う
。
八
月
後
半

に
は
寒
気
が
入
っ
て
涼
し
く
な

る
で
し
ょ
う
。
 こ
の
期
間
に
影

響
す
る
台
風
は
二
個
位
の
見
込

み
で
す
。
 

※
七
月
は
、
肌
寒
い
雲
り
や

雨
の
日
が
多
く
大
雨
の
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
 つ
ゆ
明
け
後
は

暑
く
な
る
で
し
ょ
う
。
月
平
均

の
気
温
は
津
軽
地
方
で
平
年
並
、
 

下
北
、
三
八
上
北
地
方
で
は
平

年
よ
り
や
や
低
く
、
降
水
量
は

平
年
よ
り
や
や
多
い
見
込
み
で

す
。
 

※
八
月
は
、
暑
い
晴
天
の
日

が
続
き
ま
す
が
、
後
半
に
は
前

線
が
南
下
し
て
大
雨
の
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
月
平
均
の
気
温

は
平
年
並
、
降
水
量
は
平
年
よ

り
や
や
多
い
見
込
み
で
す
。
 

※
九
月
は
、
初
め
天
気
は
周

期
的
に
変
わ
り
ま
す
が
、
後
半

は
天
気
の
ぐ
ず
つ
く
時
期
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
月
平
均
の
気
温

は
平
年
よ
り
や
や
低
く
、
降
水

量
は
平
年
よ
り
少
な
い
見
込
み

で
す
。
 

⑥
青
森
県
の
平
年
の
つ
ゆ
明
け

七
月
二
十
六
日
 

（
青森
地
方
気
象
台
）
 

ヤングフェスティバル 
参加者募集中です 

ン
 

《
 
ヤ
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みんなの健康教室 

（乳幼児の健康診査う 

麻疹（はしか）の予防接種 

月 	齢 対 	象 	児 と 	き 

3 	カ 月 児 ‘昭和59年 4 月生まれ 8 月14日 

6 	カ 月 児 昭和59年I月生まれ 8 月21日 

I 	歳 	児 昭和58年 7 月生まれ 8 月 27日 

1歳 6 カ月児 昭和58年 2 月生まれ 8 月 29日 

3 	歳 	児 昭和56年 4 月生まれ 8 月16日 

医師会と家庭を結ぶ「みんなの健康教室」 が次の日程で 

開かれます。お気軽においで下さい。 

今回のテーマは「更年期におこる病気」 

レとき 7月27日（金）午後1時 

レところ 市保健センター（旧警察署跡） 

レ講師 川村礼一郎先生 

主催 北五医師会、五所川原市民保健協議会 

レ受付時問 午後1時から1時30分まで 

ー~ レ持参するもの 母子健康手帳・バスタオル 

~ 現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けている 

乳幼児はご遠慮下さい。 

6ケ月児・1歳児は健康相談のみです。 

1歳 6ケ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

レお願い 3歳児健診は、尿検査も行いますので、当日 

きれいに洗シフた小びんに尿を入れて持ってきてください。 

レところ 市保健センター（旧警察署跡） 

「歴
史
の
道
め
ぐ
り
」
 

参
加
者
を
募
集
 

県
歴
史
の
道
整
備
促
進
協
議

会
で
は
、
歴
史
の
道
（
銅の
道
）
 

め
ぐ
り
を
行
な
い
ま
す
。
 

▽
日
時
 
八
月
五
日
（
日
）
午

前
六
時
三
十
分
、
午
後
五
時

▽
コ
ー
ス
 
五
所
川
原
、
綿
木

塚

（
秋
田
県
鹿角
市
）
ー
マ
イ

ン
ラ
ン
ド
尾
去
沢

（
鹿角
市
）
 

ー
発
荷
峠
、
黒
石
ー
五
所
川
原

▽
集
合
場
所
及
び
時
間
 
午
前

六
時
三
十
分
 
中
三
デ
パ
ー
ト

前

（
市内
本
町
）
 

▽
会
費
 
一
人
三
千
八
百
円

▽
申
込
み
先
 
青
森
市
大
字
松

森
字
佃
田
 
青
森
県
歴
史
の
道

整
備
促
進
協
議
会
事
務
局

（
廿

〇
一
七
七
ー
四
二
、
一
〇
六
四

番
）
 

▽
募
集
人
員
 
先
着
五
十
名
 

▽
申
込
み
締
切
り
 
七
月
三
十

一
日
（
火
）
 

▽
そ
の
他
 

m
昼
食
を
ご
持
参
下
さ
い
。
 

②
会
費
は
、
当
日
ご
持
参
下
さ
 

い
。
 

⑧
参
加
者
が
三
十
八
名
未
満
の

場
合
は
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。
 

市
教
育
委
員

会
で
は
松
野
木

地
区
に
あ
る
観

音
林
遺
跡
の
発

掘
調
査
を
七
月

三
十
日
か
ら
八

月
十
】
日
ま
で

行
な
う
こ
と
に

な
り
、

一
般
の

参
加
者
を
次
の

と
お
り
募
集
い

た
し
ま
す
。
 
 

▽
定
員
 
三
十
名
（
先
着
順
、
 

無
料
奉
仕
）
 

▽
持
参
す
る
も
の
 
ス
コ
ッ
プ
、
 

移
植
ベ
ラ
、
昼
食
 

▽
集
合
場
所
 
現
地
集
合
 

▽
発
掘
時
間
 
午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
 

▽
休
業
日
 
日
曜
日
、
八
月
七

日
（
火
）
 

▽
参
加
で
き
る
日
 
申
込
み
と

同
時
に
連
絡
 

▽
そ
の
他
 
小

・
中
・
高
生
徒

は
教
師
の
引
率
が
必
要
で
す
。
 

▽
申
込
み
先
 
七
月
二
十
五
日
 

（
水
）ま
で
に
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課

（
廿
三
五ー
二
一
一

一
 
内
線
二
五
〇
番
）
 

▽
利
用
案
内
と
資
格
者
 

m
市
内
に
住
所
、
ま
た
は
勤

務
先
を
有
す
る
勤
労
青
少
年

②
満
十
五
歳
以
上
か
ら
三
十

歳
未
満
の
方
 

⑧
利
用
許
可
申
請
に
よ
る
登

録
制
で
す
 

▽
開
館
時
間
 

m
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時

ま
で
 

②
日
中
は
空
室
あ
り
、
会
議

等
に
利
用
で
き
ま
す
 

▽
休
館
日
 

m
毎
週
日
曜
日
・
国
民
祝
日

②
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
一

月
四
日
ま
で
 

詳
し
い
こ
と
は
、
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

市
内
栄
町
（

。
三
四
ー
三
六

〇
二
番
）
 

社
員
募
集
 

市
誘
致
企
業
 

青
森
フ
ァ
シ
ョ
ン
脚
 

業
務
拡
大
の
た
め
、
つ
ぎ
の

と
お
り
第
二
次
社
員
を
募
集
し

ま
す
。
 

▽
対
象
者
 
十
八
歳
か
ら
三

十
歳
ま
で
の
女
性
（
経
験
不
問
）
 

▽
面
接
日
時
 
七
月
二
十
三

日
（
月
）
午
後
一
時

（履
歴
書

持
参
の
こ
と
）
 

▽
場
所
 
市
内
岩
木
町
 
産

経
会
館
四
階

（
会
議室
）
 

▽
勤
務
先
 
青
森
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
翻

（
旧中
川
中
学
校
跡
）
 

昼
ニ
ーハー
ニ
ー

ー
六
番
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
 
市
経
済

部
商
工
観
光
課

（
廿
三
五
ー
一
一

一
一
一
内
線
二
六
〇
番
）
 

勤
労
青

少
年

ホ
ー
ム
か
ら
 

お

知
ら

せ
 

観音林遺跡発掘 
ー般参加者を募集 
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市では、麻疹（はしか）の予防接種を行います。該当す

るお子さんをお持ちの方は、期日までにお申込みください。 

~ ただし、すでに麻疹にかかったお子さんは接種の必要は 

ー ありません。 

レ対象幼児 昭和57年1月1日から昭和57年12月31日ま

でに生れた幼児（当日は母子健康手帳をご持参くださいJ 

広 	レ申込み期間 8月1日（水）から 8月11日（金）まで。 

報 ただし、日曜日は除く。 

紙 	レ実施期間 9月1日（土）から 9月 8日（土）まで。 

の ただし、日曜日は除く。 

早 	レ申込み先 市民生部衛生課予防衛生係（ft35- 2111 

期 内線272番） 
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